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映画「花戦さ」の鬼塚忠氏×「名古屋おもてなし武将隊」

東京と名古屋の2ヶ所で歴史エンタメ授業

「タイムマシン講義」!? 開戦！

貴重な日本文化を残すきっかけに！第三回は、地域の武将隊とコラボ！

「タイムマシン講義」は、過去の偉人が現代にタイムスリップして歴史の講義をするという、今までにない
エンターテイメント。2016年に東京の明治大学にて、映画「花戦さ」の原作者である鬼塚忠氏が企画して
はじまりました。過去には、坂本龍馬やクレオパトラがタイムスリップしています。3回目となる今回は、
地域の観光ＲＰ集団「名古屋おもてなし武将隊」とコラボレート。織田信長と徳川家康、千利休、出雲阿国が
時空を越えた講義をします。
一人でも多くの日本人が、日本の歴史を知り、成長を得る機会となればと考えております。
取材いただきますよう、よろしくお願いいたします。

名古屋おもてなし武将隊事務局

【名古屋の陣】
日 時 ：9月16日（土） 11:00～ 織田信長 13:00～千利休 15:00～信長×利休

9月17日（日） 11：00～ 徳川家康 13:00～出雲阿国 15:00～家康×阿国
場 所 ： 名古屋城 本丸御殿「孔雀之間」

【東京の陣】
日 時 ：9月23日（土） 12:00～ 千利休 14:30～ 織田信長 17:00～ 信長×利休

9月24日（日） 12:00～ 出雲阿国 14:30～ 徳川家康 17:00～ 家康×阿国
場 所 ：明治大学 駿河台キャンパス リバティタワー

企画・脚本／

鬼塚忠 （映画「花戦さ」原作者）
作家。著作に「花戦さ」（野村萬斎主演で2017年に映画化）、「風の色」（2018年に
映画化）、「Ｌｉｔｔｌｅ ＤＪ」（神木隆之介主演で映画化）、「カルテット」（映画化）等多数。

出演者／
速水映人（千利休・出雲阿国）
平成15年に梅沢武生劇団に入団し、梅沢扇乃助の芸名で同劇団に7年弱在籍。
大衆演劇の舞台や前川清の舞台など多数出演。近年はストレートプレーの「劇団
たいしゅう小説家」や「劇団道学先生」、「てがみ座」の舞台に出演。踊りにも定評がある。

名古屋おもてなし武将隊
織田信長・徳川家康
名古屋の観光ＰＲのため、2009年に結成した
10名の武士集団。400年前より蘇ったため、
知識やふるまい、言葉遣いも全て武将本人。
2010年の経済効果は27億円、全国に50以上
の武将隊を誕生させるきっかけとなった。



＜タイムマシン講義に関するお問い合わせ＞
連絡先：名古屋おもてなし武将隊事務局
ＴＥＬ ： 052－961－2021 （平日 9時～17時）、080-1605-6218
担当 ：堂原

主催：アップルシード・エージェンシー、三晃社「名古屋おもてなし武将隊事務局」、
明治大学「法と言語科学」研究所

企画・脚本：鬼塚忠 監修：堀田秀吾（明治大学法学部教授） 協力：前川企画・名古屋おもてなし武将隊
出演：織田信長、徳川家康、速水映人（千利休/出雲阿国）、山田アキコ（茶谷堂）
制作：名古屋おもてなし武将隊事務局、アップルシード・エージェンシー

一講座：2,500円、一日通し券：6,000円（全3回）
一講座（ペア）：4000円、一日通し券（ペア）：11,000円（全3回×2名分）

■問合せ：アップルシード・エージェンシー event@appleseed.co.jp

■チケット購入：下記、パスマーケットのＨＰより、「劇団もしも」で検索！

https://passmarket.yahoo.co.jp/

https://www.gekidan-moshimo.com/劇団もしもＨＰ

mailto:event@appleseed.co.jp
https://passmarket.yahoo.co.jp/
https://www.gekidan-moshimo.com/


名古屋おもてなし武将隊 事務局宛

出席確認ＦＡＸ用紙

タイムマシン講義 （名古屋城 本丸御殿/明治大学）

【名古屋の陣】
■日時 ： 9月16日（土）、17日（日） メディア受付は10:40～11:00
■場所 ： 名古屋城 本丸御殿「孔雀之間」

【東京の陣】
■日時 ：9月23日（土）、24日（日） メディア受付は11:40～12:00 
■場所 ：明治大学 駿河台キャンパス リバティタワー

メモ／連絡欄

メディア名または部署名

取材予定日時

掲載/ＯＡ 予定日

代表者ご芳名

緊急のご連絡先 代表者の携帯電話（ ）－（ ）－（ ）

ご連絡先ＴＥＬ

合計（ ）名様

貴社名

9 月 日／ 時 ～ 時頃

ご多忙のところ誠に恐れ入りますが、取材をしていただけます場合には、
名古屋の陣は9月15日（金）１7：00まで、東京の陣は9月22日（金）17::00までにＦＡＸで
お知らせくださいますようよろしくお願い申し上げます。

※但し、名古屋城への撮影申請は取材日の3日前までとなっております。次頁のご確認をお願いいたします。

■返信先 ＦＡＸ番号： 052-961-2021



【名古屋城内 案内図】

※本丸御殿「孔雀之間」の入り口は、本丸御殿の通常の入り口と異なります。

名古屋城
総合事務所

本丸御殿

孔雀之間
入り口

【明治大学 案内図】

明治大学
リバティ―タワー

《撮影・取材に関するお願いとご注意》
●撮影を希望される場合、事前に申請手続きが必要ですので、各開催日の3日前までに、
直接名古屋城総合事務所まで撮影の申請をお願いします。
電話：052－231－1700
※電話にて、撮影担当宛て「本丸御殿孔雀之間で行う武将隊のタイムマシン講義の取材」とご連絡ください。

●取材を行う際には、撮影に係る料金が必要です。また、撮影人数分の名古屋城の入場料金
が必要となりますので、ご了承ください。

●本丸御殿は大変デリケートな施設のため、撮影の際に守っていただく注意事項がございます。
申請の手続き及び撮影の際の注意事項等について、あらかじめ名古屋城総合事務所に確認の上、
指示に従ってください。

●会場の広さに限りがあるため、撮影時間や人数等の制限をさせていただく場合がございます。
●武将隊オフィシャルカメラが入る予定です。ご了承ください。


